
　　令和７年１１月２１日（金）　午後１時３０分から午後３時３０分まで
　　リモート形式（Zoom）

 　　市町村職員（福祉担当部署、防災担当部署）、社会福祉士、
　　介護支援専門員、相談支援専門員、成年後見人など

　　 内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（生活環境担当）付参事官補佐　末﨑　浩一郎　氏
　　　 「個別避難計画の概要について」
　　 宮城県保健福祉部保健福祉総務課　課長補佐（班長）　瀧　栄子
　　　 「個別避難計画の県内の作成状況と取組の状況について」
　　 社会福祉法人栗原市社会福祉協議会　地域福祉課　課長　佐藤　一繁　氏
　　　 「栗原市社協における福祉防災まっぷづくりの取組について」
　　 栗原市市民生活部社会福祉課　社会福祉係長　伊藤　正裕　氏　　
　　　 「栗原市における個別避難計画作成の取組について」
　　 一般社団法人宮城県社会福祉士会　地域福祉・災害対策委員会　伊藤　信子　氏
　　　 「実効性のある個別避難計画の作成について～ソーシャルワーク・福祉の視点から～」

日時

個別避難計画作成に係る研修会個別避難計画作成に係る研修会
〜実効性のある計画づくりに向けて〜

令和７年度

https://logoform.jp/form/GQGB/1245662

022-233-0296

一般社団法人　宮城県社会福祉士会（地域福祉・災害対策委員会）

お申込み・お問合せ

令和７年１１月１０日（月）までにお申込みください。
研修会当日までに登録されたメールアドレス宛てに配信用URLを送付します。

将来に起こりえる災害に備え、避難行動要支援者の避難を円滑かつ迅速に行うための
「個別避難計画」作成の取組の重要性が、近年さらに高まってきています。

本研修では制度の概要のほか、福祉専門職や地域関係者が計画作成に携わった事例を
共有し、県内における個別避難計画作成の取組を後押しします。

対象者

講師

参加申込URL

お問合せ・主催

宮城県保健福祉総務課保健福祉政策班
022-211-2507



 

令和７年度個別避難計画作成に係る研修会 開催要領 

１ 目 的 

近年、国内において多くの自然災害が発生し、全国各地に甚大な被害をもたらしており、宮城県に

おいても、東日本大震災以降、令和元年東日本台風など多くの災害を経験しております。 

こうした災害を受け、高齢者や障害者等の要配慮者の災害時の避難のあり方や二次災害の防止が課

題となっていることから、令和３年５月に「災害対策基本法」が改正され、市町村において個別避難

計画を作成するよう努めなければならないとされたところです。 

将来に起こりえる災害に備え、地域関係者のほか平時から避難行動要支援者と身近に接している福

祉専門職が関わり災害時個別避難計画（災害時ケアプラン）を作成し、福祉サービス事業者や地域関

係者と共有しておくことにより、避難行動要支援者の避難を円滑かつ迅速に行うことができます。 

本研修では、個別避難計画制度の概要と実践例を共有することにより、県内における個別避難計画

作成の取組を後押しし、もって災害時要配慮者の避難支援等の実効性を高めることを目的とします。 

 

２ 主 催 

  一般社団法人宮城県社会福祉士会（地域福祉・災害対策委員会）及び宮城県 

 

３ 日 時 

 令和７年１１月２１日（金） 午後１時３０分から午後３時３０分まで 

リモート形式（Zoom） 

 

４ 対象者 

 市町村職員（福祉担当部署、防災担当部署）、社会福祉士、介護支援専門員、 

相談支援専門員、成年後見人など 

 

５ 講 師 

（１）内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（生活環境担当）付参事官補佐 末﨑 浩一郎 氏     

（２）宮城県保健福祉部保健福祉総務課 課長補佐（班長） 瀧 栄子 

（３）社会福祉法人栗原市社会福祉協議会 地域福祉課 課長 佐藤 一繁 氏 

（４）栗原市市民生活部社会福祉課 社会福祉係長 伊藤 正裕 氏 

（５）一般社団法人宮城県社会福祉士会 地域福祉・災害対策委員会 伊藤 信子 氏 

 

６ 内 容 

  進行：宮城県社会福祉士会   

 （１）開会（挨拶：宮城県保健福祉総務課長）13:30～13:35 

 （２）講義 13:35～15:05 

イ 内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（生活環境担当）付参事官補佐 末﨑 浩一郎 氏 

  「個別避難計画の概要について」【20 分】 



 

ロ 宮城県保健福祉部保健福祉総務課 課長補佐（班長） 瀧 栄子 

  「個別避難計画の県内の作成状況と取組の状況について」【20 分】 

ハ 社会福祉法人栗原市社会福祉協議会 地域福祉課 課長 佐藤 一繁 氏 

  「栗原市社協における福祉防災まっぷづくりの取組について」【15分】 

ニ 栗原市市民生活部社会福祉課 社会福祉係長 伊藤 正裕 氏 

  「栗原市における個別避難計画作成の取組について」【15 分】 

ホ 一般社団法人宮城県社会福祉士会 地域福祉・災害対策委員会 伊藤 信子 氏 

  「実効性のある個別避難計画の作成について～ソーシャルワーク・福祉の視点から～」【20 分】 

（３）質疑応答  

 （４）閉会  

 

７ 参加申込 

  令和７年１１月１０日（月）までに「みやぎ電子申請システム」からお申込みください。 

  研修会当日までに参加申込時に登録されたメールアドレス宛てに配信用 URL を送付します。 

 

  URL：https://logoform.jp/form/GQGB/1245662 

 

   QR コード  

 

 

 

 

８ 問い合わせ先 

  一般社団法人宮城県社会福祉士会（地域福祉・災害対策委員会）TEL 022-233-0296 

  宮城県保健福祉総務課保健福祉政策班 TEL 022-211-2507 

 

９ その他 

 （１）リモート会議の主催、機材準備及びリモート操作は宮城県社会福祉士会が行う。 

 （２）講師への謝金は宮城県において負担する。 

（３）講師は、宮城県社会福祉士会事務局へ来所又はリモート出席により講義を行う。 
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